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１

■第１次中央要請行動、第２次中央要請行動 … ２面

■第215回執行委員会、第83回評議委員会 … ３面

■教育皆伝、単位団体あれこれ、特別寄稿 … ４面

　
全
日
教
連
は
、
文
部
科
学

省
に
対
し
、
秋
季
入
学
に
関

す
る
意
見
書
を
提
出
し
た
。

提
出
内
容
は
以
下
の
二
点
の

理
由
よ
り
現
状
で
は
反
対
と

す
る
意
見
を
表
明
し
た
も
の

で
あ
る
。（
以
下
内
容
の
抜
粋
）

「
一
つ
目
の
理
由
と
し
て
現

在
学
校
現
場
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
で
行
わ
れ
た
臨

時
休
業
か
ら
の
学
校
再
開
に

向
け
た
中
で
ど
の
よ
う
に
学

び
の
保
障
を
行
っ
て
い
く
か

と
い
う
課
題
が
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
推
進
、
新
学
習

指
導
要
領
へ
の
対
応
等
様
々

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
秋
季
入
学

に
関
す
る
業
務
が
増
え
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
団

体
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
考
え
る
。

　
二
つ
目
と
し
て
こ
の
秋
季

入
学
に
関
し
て
様
々
な
課
題

が
あ
る
。
例
え
ば
園
児
児
童

生
徒
に
関
す
る
こ
と
と
し
て

す
で
に
入
園
入
学
し
て
い
る

子
供
た
ち
に
つ
い
て
進
級
や

卒
業
が
約
五
ヵ
月
先
に
延
び

る
と
い
う
こ
と
、入
学
試
験
、

資
格
認
定
試
験
の
時
期
あ
る

い
は
、
卒
業
時
期
と
就
職
時

期
の
ず
れ
が
発
生
し
て
し
ま

う
。こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
う

解
消
し
て
い
く
の
か
。ま
た
、

こ
れ
か
ら
入
園
入
学
す
る
子

供
た
ち
の
学
齢
の
範
囲
を
幼

稚
園
・
保
育
園
で
は
同
学
年

で
あ
っ
て
も
小
学
校
で
は
、

生
ま
れ
月
に
よ
っ
て
九
月
ま

で
に
満
六
歳
を
迎
え
る
か
迎

え
な
い
か
に
よ
っ
て
学

年
が
異
な
る
。

　
さ
ら
に
教
職
員
に
お

い
て
は
、
園
児
児
童
生

徒
数
の
増
加
に
対
応
し

て
教
室
や
教
具
、
教
材

の
確
保
ま
た
、
そ
の
準

備
等
も
あ
る
。
法
令
に

照
ら
す
と
定
年
退
職
が
三
月

末
に
な
っ
て
い
る
が
、
九
月

ま
で
そ
の
卒
業
が
延
び
る
こ

と
が
あ
る
と
定
年
退
職
の
時

期
ま
で
延
ば
す
こ
と
に
な

る
。こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
ま
だ
十
分
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、

秋
季
入
学
に
関
し
て
現
状
で

は
反
対
と
す
る
」

　
全
日
教
連
は
、
引
き
続

き
、
関
係
省
庁
や
国
会
議
員

に
対
し
て
、
本
見
解
に
関
す

る
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

文
部
科
学
省
へ
意
見
書
提
出

環
境
等
の
課
題
が
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。

　
今
回
要
望
し
た
国
会
議
員

は
次
の
通
り
（
五
十
音
順
）

【
衆
議
院
議
員
】

浮
島
智
子
、
大
野
敬
太
郎
、

河
村
建
夫
、
岸
信
夫
、
高
村

正
大
、
後
藤
田
正
純
、
棚
橋

泰
文
、
野
田
聖
子
、
平
井
卓

也
、
福
山
守
、
船
田
元
、
古

田
圭
一
、
古
屋
圭
司
、
桝
屋

敬
悟
、
松
野
博
一
、
武
藤
容

治
、
簗
和
生
、
山
口
俊
一
、

義
家
弘
介

【
参
議
院
議
員
】

赤
池
誠
章
、
有
村
治
子
、
磯

﨑
仁
彦
、
上
野
通
子
、
江
島

潔
、
大
野
泰
正
、
北
村
経
夫
、

中
西
祐
介
、
林
芳
正
、
三
木

亨
、
三
宅
伸
吾
、
山
本
博
司
、

渡
辺
猛
之

（
敬
称
略
）

て
は
、
教
育
で
の
活
用
等
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ど
う
い

っ
た
開
放
や
利
用
を
促
す
か

は
、
各
自
治
体
の
手
続
き
に

よ
る
」
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
こ
の
情
報
を
単
位
団
体

と
共
有
し
、
環
境
改
善
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
秋
季
入
学
に
関
し
て
は
、

以
下
の
二
点
か
ら
現
状
で
は

反
対
で
あ
る
と
伝
え
た
。

①
　
文
部
科
学
省
の
通
知
に

則
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
学
び

の
保
障
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
学
校
を
支
え
る
こ
と
が
優

先
事
項
で
あ
る
。

②
　
子
供
た
ち
の
入
試
や
就

職
、
教
職
員
の
勤
務
条
件
・

的
体
制
の
強
化
に
係
る
教
員

の
加
配
三
，
一
〇
〇
人

②
　
学
校
再
開
に
伴
う
感
染

症
対
策
・
学
習
保
障
に
係
る

支
援
経
費
一
校
当
た
り
上
限

一
〇
〇
万
円
～
三
〇
〇
万
円

③
「
子
ど
も
の
見
守
り
強
化

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
踏

ま
え
た
見
守
り
体
制
強
化
四

十
一
億
円

　
ま
た
、
要
望
五
の
総
務
省

の
防
災
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
を
教

育
用
に
解
放
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
国
会
議
員
の
方
々

の
働
き
か
け
も
あ
り
「
防
災

用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
設
備
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
平
時
に
お
い

　
全
日
教
連
は
、
五
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
六
日
の
四
日

間
、
三
十
二
名
の
国
会
議
員

に
対
し
て
第
三
次
中
央
要
請

行
動
を
行
っ
た
。今
回
、第
二

次
補
正
予
算
の
閣
議
決
定
前

に
、
学
校
再
開
時
に
必
要
な

人
的
資
源
の
拡
充
や
教
育
環

境
の
整
備
等
に
係
る
予
算
の

確
保
を
働
き
か
け
た
も
の
で

あ
る
。ま
た
、議
論
が
開
始
さ

れ
た
秋
季
入
学
に
つ
い
て
全

日
教
連
の
考
え
を
伝
え
た
。

　
要
望
一
（
一
）
（
四
）
、
四

に
関
連
し
、
以
下
の
も
の
が

第
二
次
補
正
で
実
現
し
た
。

①
　
学
習
保
障
に
必
要
な
人

子
供
た
ち
の
学
び
の
保
障
に
係
る
教
育

予
算
の
拡
充
等
を
国
会
議
員
へ
求
め
る
！

国
会
議
員
へ
第
三
次
中
央
要
請
行
動

国会議員への表敬訪問・要望活動
教育現場の実情を国会議員へ

　
四
月
七
日
～
九
日
の
三
日

間
に
分
け
、
全
日
教
連
事
務

局
専
従
は
、
国
会
議
員
へ
要

望
活
動
を
含
む
表
敬
訪
問
を

行
っ
た
。

　
要
望
活
動
で
は
、
特
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

の
学
び
を
保
障
す
る
と
と
も

に
安
心
・
安
全
な
学
校
運
営

を
可
能
と
す
る
た
め
の
予
算

を
確
実
に
確
保
す
る
こ
と
を

求
め
た
。
国
会
議
員
の
方
々

も
、
時
折
、
質
問
を
交
え
な

が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

等
、
全
日
教
連
の
要
望
に
対

す
る
賛
同
を
示
し
た
。

　
全
日
教
連
は
、
今
年
度
も

現
場
の
状
況
に
つ
い
て
し
っ

か
り
と
情
報
収
集
し
、
教
育

環
境
の
改
善
・
充
実
に
向
け
、

迅
速
に
行
動
し
て
い
く
。

訪
問
し
た
国
会
議
員

（
敬
称
略
　
五
十
音
順
）

稲
田
朋
美
　
岸
田
文
雄
　
下

村
博
文
　
鈴
木
俊
一
　
山
口

泰
明

衆
議
院
議
員
岸
田
文
雄
氏

全日教連YouTubeにおいて意見表
明する島村暢之全日教連委員長

衆議院議員下村博文氏

迅
陣
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衆議院議委員平井卓也氏

【全日教連YouTube】

「秋季入学に関する意見表明」

https://www.youtube.com

/watch?v=uS_hkHZUTlw

&t=１３３s

要
望
内
容

一
　
学
校
を
再
開
す
る
際

に
必
要
な
、
子
供
た
ち

の
学
び
の
保
障
に
係
る

予
算
を
確
保
す
る
こ
と

（
一
）
文
部
科
学
省
緊
急

経
済
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
盛
り
込
ま
れ
た

教
員
の
加
配

（
二
）
学
校
再
開
時
に
不

登
校
と
な
っ
た
児
童

生
徒
等
へ
の
支
援
の

た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

学
校
に
お
け
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
機
会

の
更
な
る
確
保

（
三
）
高
等
学
校
等
に
つ

い
て
も
地
域
間
格
差

無
く
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
が
実
施
で
き
る
よ

う
に
、
生
徒
一
人
に

一
台
の
Ｐ
Ｃ
等
端
末

の
整
備

（
四
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
疑
い
の

あ
る
生
徒
へ
の
教
材

や
配
布
物
等
の
郵
送

費
及
び
長
期
休
業
短

縮
に
よ
る
空
調
設
備

の
追
加
電
気
使
用
料

等
の
学
校
運
営
費

二
　
長
期
休
業
を
短
縮
し

て
行
う
教
育
活
動
で
の

熱
中
症
対
策
と
し
て
、特

別
教
室
及
び
体
育
館
に

空
調
設
備
を
設
置
す
る

予
算
を
確
保
す
る
こ
と

三
　
分
散
登
校
に
よ
り
、

集
団
登
校
等
が
で
き
な

い
こ
と
を
鑑
み
、
児
童

生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
確
保
の
た
め
の
予
算

を
措
置
し
て
、
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
増
員
を
図

る
こ
と

四
　
学
校
再
開
時
の
児
童

観
察
等
に
お
い
て
虐
待

が
疑
わ
れ
る
子
供
た
ち

に
対
応
す
る
た
め
、
児

童
相
談
所
が
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
人
員
を

配
置
す
る
予
算
を
確
保

す
る
こ
と

五
　
既
に
設
置
さ
れ
て
い

る
防
災
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

設
備
に
つ
い
て
、教
育

用
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
総
務
省
に
働
き

か
け
る
こ
と

六
　
授
業
日
の
確
保
の
た

め
の
土
曜
授
業
や
補
習

等
の
実
施
に
お
い
て
、

代
休
の
取
得
が
困
難
な

こ
と
を
想
定
し
、
緊
急

対
応
と
し
て
の
教
職
調

整
額
の
拡
充
や
手
当
の

新
設
等
の
代
替
措
置
を

講
ず
る
こ
と

七
　
九
月
入
学
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
状
況
に
加

え
、
入
試
や
就
職
等
児

童
生
徒
に
関
わ
る
こ
と

や
、
教
職
員
の
勤
務
条

件
・
環
境
の
整
備
等
の

多
角
的
な
視
点
か
ら
慎

重
に
協
議
す
る
こ
と

拭

織

殖

職

植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植

植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植植

燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭

燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭
燭

　
五
月
二
十
一
日
、
全
日
教

連
は
、
文
部
科
学
省
に
対

し
、
学
校
再
開
に
向
け
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
学

校
教
育
活
動
の
実
施
に
お
け

る
『
学
び
の
保
障
』
の
方
向

性
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を

実
現
す
る
た
め
の
教
職
員
等

の
人
的
資
源
の
拡
充
や
指
導

事
項
の
重
点
化
等
大
幅
な
予

算
措
置
等
を
要
望
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
文
部
科
学
省

「
学
び
の
保
障
」
総
合
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
に
は
、
上

記
第
二
次
補
正
に
盛
り
込
ま

れ
た
人
的
支
援
と
し
て
の
加

配
教
員
の
増
員
や
物
的
支
援

と
し
て
の
学
校
再
開
支
援
経

費
の
他
に
、
以
下
の
施
策
や

方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

【
結
実
し
た
内
容
】

○
学
校
の
授
業
に
お
け
る
学

習
活
動
の
重
点
化
に
よ
る
学

び
の
保
障

○
高
校
入
試
及
び
大
学
入
試

で
特
定
の
受
験
生
が
不
利
益

を
被
ら
な
い
た
め
の
措
置

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
た
教

育
活
動
の
展
開
イ
メ
ー
ジ
の

例
示
　
等

　
こ
の
他
に
も
、
教
員
免
許

状
の
有
効
期
間
の
延
長
に
よ

り
、
更
新
講
習
受
講
の
猶
予

を
可
能
と
す
る
通
知
が
発
出

さ
れ
る
等
全
日
教
連
の
要
望

の
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
現
場
の
声
を
伝
え
、

改
善
を
求
め
て
い
く
。

要望結実

要望内容「学びの保障」

総合対策パッケージに盛り込まれる

臨時中央要請行動（文部科学省）

参議院議員有村治子氏

衆議院議員船田元氏衆議院議員福山守氏

衆議院議員古田圭一氏

衆議院議員山口泰明氏

国
会
議
員
と
の
要
望
活
動
の
様
子

衆
議
院
議
員
鈴
木
俊
一
氏

衆議院議員稲田朋美氏

衆議院議員浮島智子氏


